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アレルギー疾患対策都道府県拠点病院

モデル事業報告

藤田医科大学総合アレルギーセンター

ばんたね病院

(愛知県名古屋市）



①拠点病院の実施体制

藤田医科大学総合アレルギーセンター
呼吸器内科・小児科・耳鼻科・眼科・皮膚科・総合アレルギー科、事務局：事務部長、事務2名
日本アレルギー学会認定：アレルギー専門医 12名、 アレルギー指導医 6名 在籍

患者や一般人が適切な知識・情報を得られる環境提供
アレルギー専門医（318名）

非専門医・家庭医

・健康福祉部（県庁） ・医師会

・病院協会 ・薬剤師会

・栄養士会 ・看護協会

・市町村保健師協議会 ・社会福祉協議会保育部会

・認定NPO法人アレルギー支援ネット／東海アレルギー連絡会

行政、医療関連団体

連動

円滑な連携、診療の質向上のための人材育成

災害時対応最新情報
適切な医療機関
検索ツール

トレーニングコース 実践セミナー 自己学習ツール専門医との連携による効率的・
効果的な医療提供体制

事務局

アレルギー疾患医療連絡協議会
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(1)アレルギー患者や家族に対する相談事業
メールでの相談窓口を設置。特に重要な情報については
Q&A・ニュースレターとして迅速に広く公開する。

・ 愛知県には、多様な専門性を持つ6つの拠点病院があることから、将来的に
はメール相談案件を専門性に分配し、拠点病院間で連携して回答するシステム
を構築することで、迅速かつ的確な応答を実現できるものと考えている。

・ 相談内容については随時蓄積・分析を行い、Q&Aサイトの充実に活用する。
・ 各疾患で迅速に注意喚起が必要な情報についてはニュースレターなどの形式で
積極的に社会に公開し、情報共有できる体制を確立する予定である。

②拠点病院として行った事業について
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②拠点病院として行った事業について

(2)地域の医師に対するアレルギー研修会
専門医・非専門医・コメディカルに向けた研修
の充実。また研修時の動画などを公開し、自
己学習の場を提供。メール相談窓口を設置。

愛知アレルギー実践セミナー
（対象：主に医師）
（「免疫アレルギー実践セミナー愛知」 継承）

医療従事者向けアレルギー
セミナー（動画作製・公開）

アレルギー勉強会
（対象：院内や地域の
医療従事者）
（第66回 2019年10月現在）

・アトピー性皮膚炎
（総論、外用指導）
・気管支喘息
（総論、吸入指導）
・食物アレルギー
（総論、エピペン指導）

専門医・
非専門医
を対象とし
たアレル
ギートレー
ニングコー
スの開設

撮影風景



②拠点病院として行った事業について
(3)アレルギー疾患に対する情報提供
診療に関する、より確かな情報を、必要とするすべての人に、
理解しやすい状態で提供する。

アレルギーセンター
体験（小児）

アレルギーセンター便り

当センターウエブサイト（随時更新）

ツイッター開設
（勉強会や講習会の情報を発信）

代表的なアレルギー検査法の動画作製・公開

食物経口負荷試験 呼吸機能試験 皮膚アレルギー試験

講習会動画公開

エピペン講習会動画公開



②拠点病院として行った事業について
(4)アレルギー疾患に係る診断等支援（HP開設等)
県内アレルギー専門医を中心に、かかりつけ医、拠点病院が効果的に繋がった医療
提供体制を構築。診療情報の共有・円滑な連携のための医療連携パスの作成と運用。

総合的な診療
（複数の診療科に
よる多面的な診
療）を実現すること
で、これまでにない
満足度の高い医療
を実現

総合アレルギーセンター多科診療
毎週水曜日13時～14時（２枠）
予約制

連携の仕組み

連携パスにより、医師・患者間だけでなく、
医師-医師、コメディカルのコミュニケーションの
活性化で治療効果の向上を図る

アレルギー専門医（318名）

非専門医・家庭医

県拠点病院

連携パス

アレルギー診療における病診
連携について考える会の実施
（医療従事者の意識改革）

アレルギー専門医を中心とした効果的なアレルギー連携
診療の実現



H30年度 愛知県による調査

1. 調査対象
日本アレルギー学会専門医が在籍する医療機関（179機関）
（愛知県アレルギー疾患医療拠点病院を除く。）

2. 調査内容
アレルギー疾患医療（11項目）についての実施の有無
• 食物経口負荷試験
• プリックテスト
• アレルゲン免疫療法
• パッチテスト
• 生物学的製剤による治療
• 看護師によるスキンケア指導
• 薬剤師による治療薬服薬・吸入指導
• 栄養士による食物アレルギー栄養指導
• エピペン自己注射の指導管理
• 保育施設・学校等に係る「生活管理指導表」の作成
• 小児アレルギーエデュケーターの在籍

適切な医療機関検索ツールの開発

【愛知県が実施した調査を活用した、受診先を知りたい患者への情報提供の事例】
どのような症状の時に、どこの病院を受診すれば良いか、検索の仕組みを構築。

③行政との連携について

これをデータベースとして

検査・治療、各指導が
適切に受けられる医療施設が
すぐに分かる

＜県内アレルギー疾患医療状況一覧(H30.12現在)＞


